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モンテディオ山形

TEAM MATES事業

活動場所

取組テーマ

協働者

協働者名

：NDソフトスタジアム

：健康／SIB

：企業／NPO

：NPO法人Being ALIVE Japan

長期療養が必要な子供をクラブの一員、チームメイトとして迎え入れ、児
童の身体条件とチーム活動での目標のJ1昇格という目標に合わせて、選手
やスタッフをサポートしながら社会復帰を目指す活動です。

活動で工夫した点

初めは、選手・チームスタッフ・フロントスタッフ・サポーターに存在を知って
もらう為に、チームの練習参加・試合前のロッカー準備・クラブ主催イベントで
司会を務めることで長いシーズンを一緒に戦う一員として認知させることができ
ました。

活動で大変だった（苦労した）ポイント

活動する上で、「呼ばれたから」「誘われたから」という流れ作業にしてほしく
なかった為、練習の時にはドリンクを作る、試合の日にはロッカー作成などルー
ティーンを作ってあげることで、児童が主体的に行動できる環境を作ること。

クラブや地域の活動後の変化

選手・スタッフ・サポーターから名前を覚えてもらい、直近ではサポーターから
ファンレターをいただくまでになりました。これは、クラブとしても活動させる
上で児童のファンを作り、輝く場所を作ることができ、チームに関わる人たちの
心が温かくなる場面が増えた。

協働者の声

NPO法人Being ALIVE Japan北野様:引き続きサポートできるお手伝いができたら、本
人にとっても大きなモチベーション、チーム一丸の感覚を持てるのではと思ってお
ります。

参加者の声

選手と直接ふれあい、会話をすることでチームの一員という実感が出てきた。
もっと自分からチャレンジしたいことを見つけて、チームを応援したい。

活動の「ここぞ！」というPRポイント

会社全体で取り組むことができ、この活動が他のスポーツへ繋がり、より多くの子
供たちに夢を与えられる活動になればいいと思います。

補足

-


